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授業科目 ＊地域母子保健 実務家教員担当科目 〇 

単位 1 履修 必修 開講年次 1 開講時期 前期 

担当教員 布花原  明子 

授業概要 

 本講義では、実務家教員が地域母子保健活動の経験を生かし、助産として地域において母子保

健を推進する上で必要な母子保健行政の仕組みや制度、社会資源、保健医療関係職種との連携等

について解説する。 

 また、近年の母子保健の動向をふまえ、周産期におけるメンタルヘルス、虐待予防やグローバ

ル社会における活動について解説する。 

授業形態 対面授業 
授業

方法 
グループワーク 

学生が達成すべき行動目標 

標準的レ

ベル 

１．母子保健の現状と、母子保健行政のしくみ、制度、施策について説明できる。（DP1-1） 

２．地域において、多様な状況にある対象者のニーズや支援について説明できる。（DP2-1） 

３．地域における母子をとりまく課題を包括的に捉える母子保健に主体的に取り組む意欲をもっ

ている。（DP3-1、PD3-2 ） 

４．地域母子保健活動において保健・医療・福祉関係者など多職種との連携および協働する態度

を身につけている。（DP3-3） 

 

地域における母子保健の 1つの事象について、学生が達成すべき行動目標１～４について説明で

きる。 

理想的レ

ベル 

地域母子保健の複数の事象について、学生が達成すべき行動目標１～４について説明し、検討す

ることができる。 

評価方法・評価割合 

評価方法 評価割合（数値） 備考 

試験 0  

小テスト 0  

レポート 100%  

発表（口頭、プレゼンテーション） 0  

レポート外の提出物 0  

その他 0  

カリキュラムマップ（該当 DP）・ナンバリング 

DP1 〇 DP2 〇 DP3 〇 DP4 - ナンバリング MI21210J 

学習課題（予習・復習） １回の目安時間（時間） 

予習：地域における母子の現状について情報を集めて講義に臨む。 4 

授業計画 

第 1回 
地域母子保健の概念・意義について解説し、地域における助産師の役割について意見交換を行

う。（布花原） 

第 2回 地域母子保健の動向と課題について解説し、意見交換を行う。（布花原） 

第 3回 日本の母子保健の仕組みや制度、社会資源について解説し、意見交換を行う。（布花原） 
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第 4回 
今日的課題（周産期におけるメンタルヘルスケア）について解説し、これからの母子保健活動の

目指すものについて意見交換を行う。（布花原） 

第 5回 
今日的課題（子どもの虐待予防）について解説し、これからの母子保健活動の目指すものについ

て意見交換を行う。（布花原）  

第 6回 北九州市における母子保健の現状と動向、対策について解説する。（外部講師） 

第 7回 グローバル社会における地域母子保健活動の現状と課題、対策について解説する。（外部講師） 

第 8回 
地域母子保健活動における多職種連携と助産師の果たす役割について、解説し、意見交換を行

う。（布花原） 

テキスト 

・助産学講座９地域母子保健・国際母子保健 医学書院 

・助産師基礎教育テキスト 2025年版 第 1巻 助産概論・母子保健 医学書院 

・令和 6年度刊行 母子保健の主なる統計 母子保健事業団 

・国民衛生の動向（厚生の指標増刊）2024/2025 

参考図書・

教材／デー

タベース・

雑誌等の紹

介 

授業中、随時紹介する。 

課題に対す

るフィード

バックの方

法 

 検討される課題に対して、単元毎にフィードバックしながら授業を進行します 

学生へのメ

ッセージ・

コメント 

 看護師課程で学修した保健医療福祉行政論の知識を復習するとともに「国民衛生の動向」から母

子保健の現状を確認しておくようにしてください。 

 地域母子保健について、授業で触れた内容以外においても、講師に問題提起し、主体的に授業参

加することを期待します。 

 


